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地
域
産
業
発
展
の
た
め
の

産
業
振
興
施
策
推
進
を
要
望

令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
支
援
金
ご
協
力
の
お
願
い

鎮
魂
線
香
花
火
・
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
を
開
催

　

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会（
荒
金
憲
一
会
長
）は
８
月
４
日
、

栃
木
市
の
琴
寄
市
長
を
訪
問
し
、「
地
域
経
済
発
展
の
た
め
の
産
業
振
興

施
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

　

市
内
の
商
工
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
物
価
・
原
材
料
価
格

の
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
同
協
議
会
で
は
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

を
も
と
に
、
支
援
制
度
や
支
援
策
の
拡
充
、
雇
用
・
人
材
育
成
対
策
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
今
後
の
産
業
振
興
に
向
け
た
要
望
事
項
を

取
り
ま
と
め
た
。

　

当
日
は
、
要
望
書
を
手
交
す
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
現
状
や
事
業
者
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
地

域
企
業
が
持
続
的
に
事
業
を
営
み
、
地
域

経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
の
推
進
を

要
請
し
た
。

　

今
後
も
当
協
議
会
で
は
、
地
域
の
商
工

業
者
の
声
を
行
政
に
届
け
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
持

続
的
な
発
展
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
組
ん
で
い
く
。

　

７
月
28
日
に
発
生
し
た
、
熊
本
県
を
震
源
と
す
る
地
震
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
深
く
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
地
域
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
通
り
支
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
支
援
金
は
日
本
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
被
災
地
へ
お
届
け

い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

当
所
窓
口
又
は
Ｈ
Ｐ
よ
り

                  

お
申
込
み
下
さ
い

■
受
付
期
間　

９
月
28
日
（
月
）
17
時
ま
で

　

当
所
で
は
８
月
８
日
、
巴
波
川
（
幸
来

橋
〜
巴
波
川
橋
周
辺
）
に
て
、「
鎮
魂
線
香

花
火
・
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
」
を
開
催

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
栃
木
の
蔵
の
街
並

み
や
巴
波
川
を
活
か
し
、
先
祖
の
供
養
と

平
和
や
明
る
い
未
来
を
祈
願
す
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
を
迎

え
た
。

　

は
じ
め
に
、
灯
ろ
う
流
し
で
は
、
荒
金

会
頭
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
の
後
、
参
加
者

（
約
３
百
名
）
が
願
い
を
書
き
込
ん
だ
灯
ろ

う
を
巴
波
川
の
水
面
へ
浮
か
べ
た
。
灯
ろ

う
は
緩
や
か
に
下
流
へ
と
流
れ
、
会
場
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
幸
来
橋
上
で
行
わ
れ
た
平
和

祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
音
楽
の
演
奏
と

歌
声
の
音
色
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
、
平

和
へ
の
願
い
を
共
に
す
る
ひ
と
と
き
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
鎮
魂
の
思
い
を
込
め
て
行
わ
れ

る
線
香
花
火
は
、
突
然
の
雷
雨
の
影
響
に

よ
り
本
格
的
な
実
施
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
世
界
が
平
和
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」「
自
然
災
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
」
と
い
っ
た
願
い
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
も
、「
栃
木
市
の
夏
の
風
物
詩
」
と

し
て
定
着
し
、
永
く
愛
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１
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栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会（
荒
金
憲
一
会
長
）

で
は
８
月
27
日
、
市
内
企
業
の
人
材
確
保
を
目
的
に
就
活

交
流
会
を
開
催
し
た
。
第
１
部
で
は
、
参
加
企
業
13
社
が

事
業
内
容
や
自
社
の
特
徴
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
第
２
部
で
は
各
企
業
の
ブ
ー

ス
で
、
参
加
者
が
よ
り
詳
し
い
業

務
内
容
や
職
場
の
様
子
、
採
用
後

の
働
き
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
市
内
企
業
を
知
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
」「
様
々
な
業
種
に
触
れ
発

見
が
あ
っ
た
」「
市
内
企
業
の
魅
力

や
多
様
性
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

就
活
交
流
会
を
開
催

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
長
澤
厚
史
委
員
長
）
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
栃
木
市
の
あ
り
た
い
姿
を
描
く
「
ロ
ー
カ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、
検
討
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

検
討
会
は
、地
域
に
あ
る
資
源
や
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、

「
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
地
域
を
つ

く
り
た
い
か
」「
地
域
に
暮
ら
す
人

に
と
っ
て
の
豊
か
さ
と
は
何
か
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
わ
し
て
い

る
。
議
論
を
通
じ
て
、
地
域
で
の

当
所
が
果
た
す
べ
き
使
命
や
役
割

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
新
た
な

価
値
や
挑
戦
の
芽
を
見
い
だ
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
検
討
会
を
開
催

　

宇
都
宮
線
・
両
毛
線
・
水
戸
線
・
真
岡
鐡
道
沿
線
地
域
活

性
化
推
進
協
議
会
（
浅
野
正
富
会
長
・
小
山
市
長
）
で
は
、

８
月
３
日
に
総
会
を
開
催
さ
れ
、
当
所
か
ら
は
荒
金
会
頭
が

出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、
令
和
８

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。
令
和
８
年
度
は
、
沿
線
地
域

へ
の
誘
客
と
鉄
道
利
用
の
促
進
を
目
的
と
し
た
「
北
関
東
ロ
ー

カ
ル
線 

東
西
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
各
沿

線
の
列
車
本
数
の
維
持
、
鉄
道
の
利
用
促
進
や
地
域
活
性
化

に
関
す
る
要
望
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
鉄
道

は
地
域
住
民
の
移
動
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
。

今
年
度
も
、
沿
線
自
治
体
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
鉄
道
を

活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

宇
都
宮
線
両
毛
線
水
戸
線
真
岡
鐡
道
沿
線

　

 

地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
総
会
に
出
席 

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
（
川
嶋
幸
雄
会
長
）
で
は
８
月
26
日
、

第
２
回
役
員
会
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
今
後
命
日
忌
事

業
と
し
て
実
施
す
る
視
察
研
修
に
つ
い
て
、
研
修
先
や
内
容

な
ど
を
協
議
。
ま
た
、
来
年
度
に
迎
え
る
設
立
10
周
年
に
向

け
た
記
念
事
業
の
内
容
や
今
後
の
取
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
10
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
引
き
続
き
準
備

を
進
め
、
小
平
浪
平
翁
の
功
績
や
も
の

づ
く
り
へ
の
想
い
を
次
世
代
に
つ
な
げ

る
活
動
に
取
組
ん
で
い
く
。

小
平
浪
平
翁
記
念
会

　
　
　
　
第
２
回
役
員
会
を
開
催

●W
ell-being Salon T

akibi

　
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
業
）

　

代
表　

鈴
木　

健
一

　

片
柳
町
１-

22-

７

　

K
U
RA
D
O

片
柳

　

℡
０
５
０-

７
１
１
７-

３
４
８
５

●
㈱
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
ち
ぎ

　
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

代
表
取
締
役　

村
川　

浩
之

　

樋
ノ
口
町
95‐

４

　

℡
０
５
０-

５
８
１
０-

２
７
５
８

●
中
山
通
信

　
（
建
設
業
、
電
気
通
信
工
事
）

　

代
表　

中
山　

章

　

平
柳
町
１-

５-

29

　

℡
０
９
０-

２
２
０
５-

５
２
７
９

●
美
容
室　

零

　
（
美
容
業
）

　

代
表　

粂　

有
咲

　

片
柳
町
２-

12-

23

　

℡
０
８
０-

２
５
０
７-

０
５
１
２

●
㈱
い
わ
さ
き
整
骨
院

（
接
骨
院
）

　

代
表
取
締
役　

岩
崎　

史
寛

　

川
原
田
町
１
６
１
８-

44

　

℡
22-

１
１
１
５

●Eternal W
orks

　
（
金
属
加
工
業
・
配
送
業
）

　

代
表　

新
井　

司

　

平
柳
町
１-

22-

９

　
エ
ク
セ
ル
フ
ラ
ッ
ト
新
栃
木
１
０
２

　

℡
０
９
０-

２
４
８
９-

２
１
３
９

新
入
会
員
の
ご
紹
介

ご
入
会
あ
り
が
と
う

       

ご
ざ
い
ま
す

【
敬
称
略
】
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会
員・う
ず
ま
共
済
加
入
者
特
別
割
引

　
　
だ
液
に
よ
る「
が
ん
リ
ス
ク
検
査
」の
ご
案
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】
栃
木
市
商
工
振
興
課　

℡
21
-２
５
０
８

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
会
員
旅
行
を
、
次
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
年
度
は
「
皇
居
見
学
」
を
メ
イ
ン
に
、
都
内

各
地
を
巡
る
行
程
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皇
居
で
は
、
認

定
ガ
イ
ド
の
解
説
を
伺
い
な
が
ら
、
江
戸
時
代
か
ら
残
る
貴

重
な
遺
構
を
見
学
い
た
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開 

催 

日　

12
月
２
日
（
水
）

■
見 

学 

地　

皇
居
東
御
苑
・
帝
国
ホ
テ
ル 
東
京
（
昼
食
）

　
　
　
　
　

  

東
京
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
神
宮
外
苑（
予
定
）

■
参
加
対
象　

会
員
事
業
所
の
役
員
・
事
業
主
・
従
業
員
様

※
参
加
費
・
申
込
方
法
等
は
本
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

　

当
所
で
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
「
だ
液
に

よ
る
が
ん
リ
ス
ク
検
査SalivaChecker®

」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
だ
液
に
含
ま
れ
る
代
謝
物
を
、
超
高
感
度
質
量
分

析
装
置
で
測
定
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
が
ん
罹
患

リ
ス
ク
を
手
軽
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
企
業
の
健

康
経
営
の
一
環
と
し
て
、
代
表
者
だ
け
で
な
く
、
従
業
員

や
ご
家
族
の
健
康
管
理
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
会
員
価
格　
　
　
　
　

　
　
　

１
万
４
千
９
百
円
（
税
込
）

■
う
ず
ま
共
済
ご
加
入
者

　
　
　

１
万
２
千
９
百
円
（
税
込
）

■
参
考
通
常
価
格

　
　
　

２
万
６
千
４
百
円
（
税
込
）

　

栃
木
市
で
は
、創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方
、

新
分
野
へ
の
進
出
や
新
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

優
秀
な
プ
ラ
ン
に
は
表
彰
と
奨
励
金
が
贈
呈
さ
れ
る
ほ
か
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
若
手
経
営
者
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
、
事
業
化
に
向
け
た
支
援
も
行
わ
れ
ま
す
。
新

た
な
挑
戦
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

９
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
審
査
基
準　

新
規
性
や
独
創
性
、
市
場
性

　

成
長
性
、
地
域
貢
献
性
、
実
現
可
能
性
等

　

※
最
終
審
査
で
は
、
右
記
に
加
え
プ
レ
ゼ

　

ン
ス
キ
ル
や
熱
意
も
評
価

※
詳
し
く
は
、
栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

令
和
８
年
度
会
員
旅
行

　
　
『
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
』の
ご
案
内

蔵
の
街
と
ち
ぎ

 

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
６

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』実
施

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
を
会
員

の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上

に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
保

障
や
退
職
準
備
他
、
入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々

な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担

当
社
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※「
ベス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、
商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
お
よ
び

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１
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当
所
で
は
、
会
員
事
業
所

の
皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
経

営
課
題
の
解
決
に
向
け
、
各

分
野
の
専
門
相
談
員
に
よ
る

個
別
相
談
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

経
営
に
関
す
る
お
悩
み
や
、

お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

開
催
日　

10
月
６
日
（
火
）

　

相
談
員　

栃
木
県
よ
ろ
ず

　
　
　
　
　

支
援
拠
点

　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
金
融
相
談
会

　

開
催
日　

10
月
８
日
（
木
）

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

■
知
的
財
産
権
相
談
会

　

開
催
日　

11
月
13
日
（
金
）

　

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県
産
業

　
　
　
　
　

振
興
セ
ン
タ
ー

■
事
業
承
継
相
談
会

　

開
催
日　

11
月
24
日
（
火
）

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
引
継
ぎ

　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

※
ご
相
談
の
際
は
、
事
前
に

　

ご
予
約
下
さ
い
。

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
2

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
2

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
2

「
Ａ
Ｉ
に
興
味
は
あ
る
が
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」「
業
務
を
効
率
化
し
た
い
が
、
人
手
不
足
で
な
か

な
か
進
ま
な
い
」
そ
ん
な
事
業
所
の
皆
様
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

①
９
月
15
日
（
火
）
14
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　

②
９
月
28
日
（
月
）
14
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
「
Ａ
Ｉ
補
助
金
等
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

　

※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

■
場
所　

栃
木
商
工
会
議
所

■
対
象　

中
小
・
小
規
模
事
業
者

■
定
員　

各
20
名
（
先
着
順
）

※
お
申
込
み
は
Ｑ
Ｒ
よ
り

　

地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
等
の

生
産
性
向
上
と
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

持
続
的
な
経
営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ
く
販
路
開

拓
等
の
取
組
み
の
一
部
が
支
援
さ
れ
ま
す
。

■
補
助
上
限
額
、補
助
率　

50
万
円
補
助
率
（
２
／
３
）

■
上
乗
特
例　

⑴
イ
ン
ボ
イ
ス
特
例　

50
万
円
上
乗
せ

　
　
　
　
　
　
⑵
賃
金
引
上
げ
特
例　

１
５
０
万
円
上
乗
せ

※
賃
金
引
上
げ
特
例
の
う
ち
、
赤
字
事
業
者
は
補
助
率
３
／
４

■
公
募
期
間　

11
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
15
日（
火
）
17
時

※
事
業
支
援
計
画
書
発
行
の

　

受
付
締
切
は
12
月
４
日
（
金
）
迄

こ
れ
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

販
路
開
拓
ツ
ー
ル
を
紹
介
!!
〜
Ａ
Ｉ
編
〜  

４
コ
マ
漫
画（
さ
く
ら
屋
の
挑
戦
）

計
画
策
定
は
お
早
め
に
！

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金（
通
常
枠
）

当所では、ＳＮＳや生成ＡＩのセミナーを開催します。
左記の「ＡＩ・ＳＮＳ等のイマドキデジタル活用セミナー開催のご案内」をご確認ください。
【問い合わせ先】中小企業相談所　℡23 - 3 1 3 2

【
受
講
無
料
】Ａ
Ｉ・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

　
　
　
イ
マ
ド
キ
デ
ジ
タ
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
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問合せ先：栃木市役所　　健康増進課　 25 ‒ 3 5 1 1
　　　　   栃木県栃木健康福祉センター 22 ‒ 4 1 2 1

　ストレスや悩みが重なると、誰でも『こころ
の病気』になる可能性があります。
　こころの病気は自殺と関係が深いため、ひと
りで悩まず、まずは相談をしてみませんか？
　相談はご自身のことだけではなく、心配なご
家族についてもお受けします。

　

栃
木
市
を
代
表
す
る
伝
統
行
事
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
が
、
11

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
豪
華
絢
爛
な
江
戸
型
人
形
山
車
が
蔵
の
街

を
練
り
歩
く
姿
は
、
多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
す
。
歴
史
と
伝

統
が
息
づ
く
本
市
最
大
の
お
祭
り
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

   

15
日
（
日
）

■
会　

場　

蔵
の
街
大
通
り　

他

『こころの相談窓口のご案内』
（栃木市HP）につながります。©2014 栃木市とち介

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

令
和
８
年
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
平
日
の
み
）

（
栃
木
市
産
業
振
興
部
観
光
振
興
課
内
）　

℡
21
-２
３
７
４

（
一
社
）
栃
木
市
観
光
協
会　

℡
25
-２
３
５
６

よ
み
が
え
る
江
戸
の
粋

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
中
小
機
構
）
が
提
供
す

る
「
省
力
化
ナ
ビ
」
は
、
人
手
不
足
の
解
消
や
業
務
効

率
化
に
資
す
る
設
備
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
役
立
つ
情
報
を
、
分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。
自
社
の
課
題
や
業
種
に
応
じ
て
、

最
適
な
省
力
化
投
資
の
ヒ
ン
ト
や
具
体
的
な
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
ナ
ビ
を
活
用
し
た
う
え
で
の
設
備
導
入
や

計
画
策
定
は
、
国
の
「
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
事

業
（
省
力
化
補
助
金
一
般
型
）」
や
「
デ
ジ
タ
ル
化
・Ａ

Ｉ
導
入
補
助
金
」
等
の
申
請
に
お
い
て
、
加
点
評
価
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
皆
様
の
生
産
性
向
上
と
持

続
的
な
経
営
の
実
現
に
向
け
、
省
力
化
の
取
り
組
み
を

後
押
し
し
て
お
り
ま
す
。
本
ツ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
、

補
助
金
の
採
択
可
能
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
本
号
に
折
込
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

地
震
や
局
地
的
大
雨
な
ど

自
然
災
害
に
よ
る
リ
ス
ク

は
、年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

予
期
せ
ぬ
災
害
か
ら
大
切
な

事
業
と
雇
用
を
守
る
た
め
、

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」

を
策
定
し
今
す
ぐ
災
害
に
備

え
ま
せ
ん
か
？

　

事
前
に
防
災
・
減
災
対
策

を
講
じ
て
お
く
こ
と
で
、
緊

急
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
素
早
い
事
業
再
開
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
㈱
と
連
携
し
、

計
画
作
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
で
、
税
制
優
遇
や

補
助
金
の
加
点
な
ど
メ
リ
ッ

ト
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 災

害
に
備
え
た

事
業
計
画
の
策
定
を
!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
2

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
2

９月１０日～１６日は自殺予防週間です
こころの相談窓口について

省
力
化
ナ
ビ
の
ご
活
用
に
つ
い
て（
ご
案
内
）
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　栃木ＹＥＧでは８月８日、巴波川（幸来橋～巴波川橋周辺）において、親会が実施する「鎮魂線香花火・平和
祈願灯ろう流し」の運営に携わった。
　当日は、参加者の受付や灯ろう作りへの案内、灯ろう流しの運営など、メンバーがそれぞれの役割を担当し、
来場者が安心してイベントを楽しめるようサポートを行った。
　はじめのセレモニーでは、市川会長から本事業への思いや平和への願いが参加者に述べられた後、墨絵師荒川
颼氏（当会々員）による墨絵パフォーマンスが披露され、特製灯ろうに迫力ある「鯉」が描かれた。目の前で作
品が完成していく様子に、会場からも大きな注目が集まった。その後、参加者が作成した灯ろうが川面に浮かべ
られると、幻想的な雰囲気が広がり、晩夏の趣が会場を包んだ。
　今後も当会では、親会事業への協力をはじめ、地域のさまざまな事業に積極的に参画し、地域の魅力発信と活
性化に取り組んでまいる。

ＰＲ委員長　仲渡　美香

親会事業「鎮魂線香花火・平和祈願灯ろう流し」に協力

　８月８日、市内で開催された「鎮魂線香花火・平和祈願灯ろう流し」において、当会々員が運営に協力し、他
団体の方々と連携しながら事業を支えた。
　当日は多くの方が訪れ、平和への願いを込めた灯ろうが夕刻の川面を彩った。線香花火は荒天のため途中で中
止となり残念であったが、子どもたちが目を輝か
せながら願い事を書いた灯ろうを眺める姿から、
地域の行事を支えることの意義と、まちに人が集
うことの大切さを改めて感じる機会となった。ま
た、協力者同士が交流を深め、一致団結して事業
に取り組むことで、相互のつながりを育む貴重な
機会にもなった。
　今後も、地域の発展や観光振興につながる事業
に積極的に参画し、地域の賑わい創出と会員相互
の絆づくりを推進していく。

鎮魂線香花火・平和祈願灯ろう流しに協力


